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 従来ともすれば、別々に行われていた「科学技術」と「コンテンツ」の競争
力強化について、下記のような相乗効果を意図した施策をご提案申し上げます。 
 
１：「コンテンツ」を制作するクリエーターの方々に、先端の科学技術知識と知
見を提供する場と機会を積極的に設ける。 

対象：ＮＦ（ノンフィクション）、ＳＦ（サイエンスフィクション）、Ｆ
Ｆ（ファンタジックフィクション）等における（映画、小説、コミック、
アニメ、映画の作家、原作者、脚本家等、ならびにサイエンスライター
等）。 
 
効果：先端技術を題材あるいはヒントにして新しい魅力あるコンテンツ
を創出してもらうことが可能。その一方で、コンテンツ作家等の想像力
を次の科学技術開発や用途開発のアイデアとして取り込むことができる。 
 

   提供元：科学技術の先端研究組織を活用（例：理研、産総研、大学等） 
 
２：「コンテンツ」制作に必要な機器等の技術開発を積極的に支援する。 

特に、映画、ＣＧ等、あるいはサウンド等における先端技術機器（モー
ションピクチャー等を含む）、ソフトウエア、グリッド等のサービスシス
テムを研究開発し、「コンテンツ」制作に関わる制作の効果的・効率的推
進を図る。 
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